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要約
ヒト２型糖尿病は､ 日本やアジアで近年急激に増加している糖尿病の一つである｡ 糖尿病は､ 遺伝的素因に
環境要因が作用して発症すると言われている｡ 環境要因の中でも､ 糖質のみならず脂質摂取量増加が注目され
ている要因であり､ 糖尿病発症予防戦略の標的となっている｡ 近年は､ それらの摂取量や質､ 摂取するタイミ
ングなどの影響について多数報告がある｡ 本研究では､ ヒト２型糖尿病モデル動物NSY (Nagoya Shibata
Yasuda) マウスに､ 必須脂肪酸比 (n-6/n-3) の異なる３種類の食餌 (n-6/n-3＝0.5､ 3､ 6) を病態の異なる
ステージで一定期間摂取させ､ 耐糖能異常および糖尿病性腎症発症予防に対する食餌中の必須脂肪酸比
(n-6/n-3) の影響について検討した｡ その結果､ 腎臓糸球体メサンギウム基質の増加が認められ始める28週齢
から､ 糸球体硬化症を発症し始める生後40週齢までn-3食 (n-6/n-3＝3) 摂取群においては､ 生後40週齢にお
いて血中必須脂肪酸比が低く､ 通常食 (n-6/n-3＝6) 摂取群と比較してブドウ糖負荷試験後の血糖値上昇に有





























Shibata Yasuda) マウス (以下､ NSYマウスとす












































異なる３種類の食餌､ たんぱく質 (20.3％) ､炭水
化物 (66％)､ 脂肪 (5.0％)､エネルギー (3.9
kcal/g) (リサーチダイエット社製) を作成し､ 実
験に用いた16)｡なお､ n-6/n-3比以外の栄養成分・エ
ネルギーは同じである｡ 通常食 (n-6/n-3 = 6)､ n-3
















n-3食群にブドウ糖負荷試験 (GTT) を施した｡ ま
た､ 比較対象として生後60週齢についても同様に糖
負荷試験を行った｡ 糖負荷量は､ 既報の通り２g
glucose/kg body weight とし12～14)､ 35%ブドウ糖
液を腹腔内投与した｡ 空腹時､ 糖負荷後30､ 60､

















齢から糖尿病発症率100％となる12～14)生後60週齢まで特別食を作成し摂取させた群を設定した (n = 8/群)｡
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図３ 糖負荷試験後の血糖値の変化 (40週齢)
NSYマウスにおける生後28週齢から40週齢までn-3食を摂取させた後､ ０時間 (空腹時) および糖負荷後30､
60､ 120､ 180分における血糖値を測定した (n = 8/群)｡ 空腹時血糖値は､ 40週齢において食餌の違いによる
有意差は無かった｡ 40週齢において､ NSYマウスのn-3食摂取群は､ 通常食摂取群と比較して有意な差を示し
た (P<0.05 ＊)｡
図４ 糖負荷試験後の血糖値の変化 (60週齢)
NSYマウスにおける生後40週齢から60週齢までn-3食を摂取させた後､ ０時間 (空腹時) および糖負荷後30､








(Hewlett Packard model 5890;Avondate, PA,
USA) により分離定量した｡ 一群につき､ ５個体
採取して計測した｡ 測定した脂肪酸は次の9種類で
ある｡ パルミチン酸 (PLA)､ ステアリン酸 (STA)､
オレイン酸 (OLA)､ リノール酸 (LLA)､ LnA､
アラキドン酸 (AA)､ EPA､ ドコサペンタエン酸




ラー：同社製HP7673 カラム：J&W 社製 DB-W
AX､ P/N122-7032 (30 m×0.25 mm) カラム昇
温条件：100℃ (1min) → 20℃/min → 180℃
→2℃/min→240℃ (30 min) →4℃/min→ 260℃
(5 min) 注入口温度：260℃ 検出口温度：260℃
キャリアガス：He (2.0 ml/min) 注入量：1μlと
した｡
６) 統計処理
統計処理ソフト SPSS (ver.15.0､ SPSS Japan
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